
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

◆公開講座の準備と進行 

◆第３回公開講座を開催しました！ 

発 行 日：令和４年９月 

編集・発行：矢作川流域圏懇談会 事務局 

海部会で協議してきた海の栄養塩不足をテーマに、第 3 回公開講座を

実施しました。講座は、名古屋市にスタジオ会場を設置し、Zoom ウェ

ビナーによるリモート方式で開催しました。 
 日 時：2022 年 8 月 20 日（土）15:00～17:10 

 テーマ：豊かな海の栄養源 ～きれいな海は豊かな海か？～ 

 講 師：藤原建紀 氏（京都大学名誉教授） 

 参加者：140 名（Zoom 参加者 127 名・会場参加者 13 名） 

 参加地域：22 都道府県（北海道・群馬県・埼玉県・千葉県・東京都・神奈川

県・新潟県・富山県・石川県・福井県・長野県・岐阜県・静岡県・愛知県・三

重県・京都府・奈良県・大阪府・兵庫県・広島県・香川県・福岡県） 

1 事前打合せとスタジオ会場の設置 

公開講座当日の13時より、スタジオでのPC配置、会場の設営を行い、13時30分から、講師・司会・ディスカッショ

ン登壇者・事務局・事務局補佐が参加し、事前打合せを行いました。事前打合せでは、講座進行の確認、通信状態のチェ

ック等を行いました。ました。 

２ 公開講座の実施 

京都大学名誉教授 藤原建紀氏を講師とし、以下の構成で公開講座を実施しました。 

 15:00～15:08 第1部 開会挨拶／趣旨説明 

開会挨拶：青木伸一氏（矢作川流域圏懇談会 海部会座長） 

趣旨説明：鈴木輝明氏（矢作川流域圏懇談会 海部会副座長） 

 15:08～16:10 第２部 基調講演 藤原建紀氏（京都大学名誉教授） 

【テーマ】潮干狩りができる「きれいで豊かな海」の再生に向けて 

【講演内容】 

窒素・リンなど海の栄養塩不足に伴うアサリやノリへの影響について、瀬戸内海や大阪湾、浜名湖における現状につ

いて説明していただきました。また、瀬戸内海における取組をベースに、今後の対応や伊勢湾・三河湾で実施するべ

き対策等について提案をいただきました。 

 16:10～17:05 第３部 パネルディスカッション 司会進行：青木伸一氏 

海の栄養塩の現状と今後の対策や取組等について、3名の登壇者による話題提供と講師・登壇者によるディスカッシ

ョン、参加者からの質問への回答を行いました。 

【登壇者】藤原建紀氏・蒲原聡氏（愛知県水産試験場）・千葉賢氏（四日市大学）・鈴木輝明氏 

【話題提供】 

 蒲原聡氏：栄養塩に関する三河湾の現状に対して、愛知県の取り組みについて説明をいただきました。  

 千葉賢氏：伊勢湾の貧酸素水塊の現状と魚類、動物・植物プランクトン等への影響について説明をいただきました。 

 鈴木輝明氏：干潟・浅場の重要性を踏まえ、三河湾・伊勢湾においてとるべき対策について提案をいただきました。 

 17:05～17:10 第４部 閉会挨拶 山路哲氏（国土交通省豊橋河川事務所） 

 公開講座の様子は、Youtubeで公開しています。        【URL】https://youtu.be/Oj0L3ZyElx8 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆お問合せ◆ 
矢作川流域圏懇談会事務局 

〒441-8149 愛知県豊橋市中野町字平西 1-6 国土交通省豊橋河川事務所 事業対策官 山路、建設専門官 宮本、技官 松田 

TEL 0532(48)8107 

＊矢作川に関する情報は、国土交通省豊橋河川事務所調査課（cbr-toyo-chousa1@mlit.go.jp）までお送りください。 

◆ディスカッションでの主な意見    （ 意見  回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆栄養塩の現状について 

・ 内湾から外海側に切り替わる窒素・リンのスイッチとなる濃度があり、2015 年から浜名湖南部はアサリの生育が

困難なレベルになっている。（藤原） 

 三河湾・伊勢湾では、干潟・浅場を造成しても生物が十分増えられない栄養塩環境になっている。外洋型の生態系

の方にスイッチが入ってしまっている。（鈴木） 

 内海と外海のスイッチがあって、内海で BlueSea をめざしてしまうと生物がいなくなる。（藤原） 

・ 矢作川の全リンの低下が下げ止まっていない。大阪湾や瀬戸内海、浜名湖では下げ止まりに入っている。（藤原） 

 TP の下げ止まりが見られないということだが、知多湾と大阪湾で違いが生じた要因は何か？（チャット参加者） 

 下げ止まっていないという解析結果に驚いた。出水しても栄養塩濃度がそんなに上がらなくなっているように思

う。なぜ止まらないのか要因はよくわからない。（藤原） 

・ ここまでデータがわかっているのに、なぜこのような状況になっているのか。対策しているが効果が出ていないの

か？ 水質改善を優先した何か他の理由があるのか？（チャット参加者） 

 窒素・リンというのは目に見えない。ノリの場合は、海藻が育たない状況から窒素不足がわかるが、他の生物が減

っていく状況はわからないので、コンセンサスを得るレベルにいかなかったということもある。（藤原） 

・ 窒素・リンの供給源として、農地（水田・田畑）などは関係しないのか？（チャット参加者） 

 農地は窒素・リンの供給源にはなっている。単位面積当たりの施肥量が減ってきているので、供給量は減ってきて

いると思う。窒素は農業での使用量が減るとそのまま濃度が下がることになる。（藤原） 

・ 伊勢湾・三河湾は貧栄養レベルになっている。貧酸素も解消しておらず、むしろ貧酸素が拡大している。（藤原） 

 貧酸素の解消には、アマモなど植物が増えないといけないのか？（チャット参加者） 

 伊勢湾の場合、貧酸素の変動は海水の滞留時間など物理的違いのほうが貧酸素の動向に関係している。貧酸素を減

らす方策として、窒素・リンをさらに減らすというのはあまり効果がなく、やっても副作用ばかり出る。（藤原） 

 流入負荷を削減すれば貧酸素化は解消するだろうという見込みがあったが、貧酸素化はそのままで、生態系の構成

要素が大きく減少している。（鈴木） 

・ 2016 年の伊勢湾でマクロベントスの個体数が減った。貧酸素水塊が影響を与えている可能性がある。（千葉） 

 底生動物や付着藻類の調査はなかなか難しい。ベントスを調べる時は、底質も調べることが重要と思う。（藤原） 

 底質データについて調べてみる。2016 年にマクロベントスが激減し、その後増えていないのは、夏に絶滅に近

いくらいに減ってしまい、十分に回復できなかったのではないかと思う。伊勢湾でなぜ豊かな海になっていかな

いのかというところを、貧酸素水塊を含めて検討・研究していくことが必要と思う。（千葉） 

◆今後の栄養塩管理について 

・ 2021 年 6 月に瀬戸内海環境保全措置法が改正された。「栄養塩類の排出規制一辺倒から、きめ細やかな管理への

転換」という方針が示された。新しい目で見て、今の状況を観察して対応を考えていきたいと思う。（藤原） 

 今の伊勢湾・三河湾の窒素・リンの類型指定の見直しをやるべき。主要漁場については、Ⅲ類型に変更するという

検討に入るべきと思う。（鈴木） 

・ 干潟・浅場で育つ生物に対して必要な栄養塩を供給し、生物生産力を高めることが大切と思う。今ある干潟という

資源をいかに活かすかというのが課題かと思う。（蒲原） 

 三河湾・伊勢湾で大切なことは、干潟・浅場など場の修復と考えている。1970～1980 年代にかなりの部分が

消失している。それが貧酸素化の解消を阻害している可能性がある。干潟・浅場を造成して、漁獲の増大が見込ま

れた時代の栄養塩環境をまずはめざすべきと思う。（鈴木） 

・ 1950～60 年代の窒素・リンの陸域負荷量は、現在より少なかったことをデータが示している。（千葉） 

 1950 年代あたりは、栄養塩がそう高くなくてもよい環境だったが、1950 年代の地形に戻るわけにはいかない

ので、新しい管理方法を考えていかなければいけない。栄養塩と場の回復の両輪でいくべきかと思う。（青木） 

・ 今後、栄養塩管理はどのようにすればよいのか？ 下水道施設として、脱窒素・脱リンを進めていくやり方でよい

のか、やり方を変えていくのか？（チャット参加者） 

 海域にどれくらいの濃度が必要なのかをみながら、引き続き管理運転をやっていく。貧酸素水塊の状況も把握し、

海域への影響、生物の状況をみながら進めていく必要がある。（蒲原） 

 管理運転において N・P を増やしたり、海域の状況をモニタリングしながら進めていくべきと思う。（千葉） 

・ 当面は管理運転をやることしか有効な対策はないと思う。流域下水道の負荷管理を早急に実施する。中長期的には、

中山間地の農業や林業、畜産業などの振興を考えていくなど。（鈴木） 



E-mail : chr.tsutsui@ajiko.co.jp
TEL : 070-4926-9073 （受付時間  10:00 ～ 17:00)後 援　公益社団法人　土木学会中部支部



※CPDについて


